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はじめに 

近年、地球温暖化による気候変動の影響は、記録的な猛暑、台風の大型化や集中豪

雨等をはじめとする地球規模の被害を発生させ、年々深刻さを増しています。 

また、短期間で経済社会に浸透し、私たちの生活に利便性と恩恵をもたらし、社会

的課題の解決に貢献してきたプラスチックが、一方で大量廃棄による海洋汚染を引き

起こし、生態系ひいては人体への影響が懸念されるなど、今日の環境問題は多岐にわ

たり、私たちの生活基盤を揺るがすものとなりつつあります。 

渋谷区では、このような背景を踏まえ、平成 28（2016）年 10 月に策定した「渋

谷区基本構想」において示す区の将来像を環境面から実現していくための計画として、

平成 30（2018）年 3 月に「渋谷区環境基本計画 2018」を改定し、区民等（区民、

就業者、買い物で訪れる人々等を含む）、事業者、区の各主体が一体となって環境施

策に取り組んできましたが、令和 2（2020）年 10 月 26 日には、「2050 年までに温

室効果ガスの排出を全体としてゼロ（カーボンニュートラル）にする」との政策目標

を菅内閣総理大臣が宣言するなど、脱炭素社会の実現に向けた取組がより一層求めら

れています。 

日々刻々と変化している社会経済情勢を踏まえながら、かけがえのない環境を次の

世代に引き継いでいくため、一事業者として、職員一人ひとりが考え、理解し、模範

となるよう率先して行動することで、温室効果ガス排出量を削減し、地球温暖化防止

を推進していきます。 
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第１章 実行計画の基本的事項 
 

１.１ 計画の位置づけ 

渋谷区地球温暖化対策実行計画 2021（事務事業編）は、「渋谷区環境基本計画 2018」

に掲げる環境施策の実施とともに、区が一事業者として事務事業に伴い排出する温室効果ガ

スの削減を自ら率先して行うための計画で、「地球温暖化対策の推進に関する法律 第 21 条」

に基づく「地方公共団体実行計画」として策定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１.２ 計画の期間 

本計画の計画期間は、令和 3（2021）年度から令和 7（2025）年度までの 5 年間とし

ます。ただし、地球温暖化対策及びエネルギー政策の社会的動向や技術的進歩等を踏まえ、

必要に応じて見直しを行います。 

 

 

《個別計画》 

渋谷区まちづくりマスタープラン 

（Ｒ元.12 策定） 

 

渋谷区地球温暖化対策実行計画 2021（事務事業編） 
 

渋谷区一般廃棄物処理基本計画 

（Ｈ28.3 策定） 

渋谷区みどりの整備方針 

（Ｈ28.7 策定） 

 

渋谷区基本構想 
（Ｈ28.10 策定） 

“ちがいをちからに変える街。渋谷区” 

 

 

 

 

 

 

 

渋谷区長期基本計画 

2017－2026 

（Ｈ29.2 策定） 

【国】第 5 次環境基本計画 

【都】東京都長期ビジョン 

東京都環境基本計画 

 

渋谷区環境基本計画 2018 行動計画（第 2 期）（R3.3 策定） 

「地方公共団体実行計画（区域施策編）」を兼ねる計画 

※「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づく 

渋谷区環境基本計画 2018（Ｈ30.3 策定） 

渋谷区公共建築物等における 

木材利用推進方針（Ｒ2.4 策定） 

渋谷区実施計画 

2020 

（Ｒ2.2 策定） 

渋谷区公共施設等 

総合管理計画（H28.12 策定） 

（R3.3 策定） 

渋谷駅周辺地域交通戦略 

（R2.3 策定） 
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１.3 計画が対象とする温室効果ガス 

本計画は、渋谷区の温室効果ガス排出量の大半が二酸化炭素であること、また、「渋谷区環

境基本計画 2018」においても二酸化炭素排出量の削減率を目標値として設定していること

から、本計画において削減対象とする温室効果ガスは、二酸化炭素とします。 

 

【 参考：「地球温暖化対策の推進に関する法律」の対象である７つの温室効果ガス参考値 】 

出典：東京都提供資料                                        単位：1000t-CO2eq 

 

１.4 計画の範囲 

本計画は、区が自ら実施する全ての事務・事業に適用します。 

指定管理者制度活用施設等については、受託事業者に対して必要な措置を講じるよう要請

していきます。 

 

１.5 計画の目標 

本計画の目標は、「渋谷区環境基本計画 2018」の温室効果ガス排出削減目標値に合わせ、

平成 25（2013）年度比の削減率を令和 9（2027）年度までに 31％削減とします。 

 

温室効果ガス（二酸化炭素）排出量については、「エネルギーの使用の合理化等に関する法

律」に基づき作成される報告書（区長部局及び教育委員会）の数値を使用します。 

 ただし、報告書の対象外である水道使用量及び公共下水道への排水量については、温暖化

対策を推進していく上で大変重要であるため、数値を把握するとともに削減に努めます。 

【 参考：温室効果ガス（二酸化炭素）排出量 】               単位：t-CO2 

 
平成 25 

(2013)年度 

平成 26 

(2014)年度 

平成 27 

(2015)年度 

平成 28 

(2016)年度 

平成 29 

(2017)年度 

平成 30 

(2018)年度 

令和 元 

(2019)年度 

区 長 部 局 １３，９３３ １４，６７９ １３，１２９ １２，７０７ １０，８３０ １１，４５７ １２，７２６ 

教育委員会 ７，９９１ ８，００３ ７，１０９ ７，６５８ ７，６８９ ７，４８７ ７，７６３ 

合 計 ２１，９２４ ２２，６８２ ２０，２３８ ２０，３６５ １８，５１９ １８，９４４ ２０，４８９ 

※基準年：平成 25（2013）年度値 21,924 t-CO2 

渋谷区内の温室効果ガス排出量 平成 27(2015)年度 平成 28(2016)年度 平成 29(2017)年度 

二酸化炭素 CO2 2,188.25  2,127.83  2,115.80  

メタン CH4 1.64  1.70  1.69  

一酸化二窒素 N2O 6.25  5.42  5.57  

ハイドロフルオロカーボン類 HFCs 165.16  182.33  197.50  

パーフルオロカーボン類 PFCs 0.00  0.01  0.00  

六ふっ化硫黄 SF6 0.89  0.98  0.97  

三ふっ化窒素 NF3 0.00  0.01  0.00  
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第２章 取り組み 
これまでの取り組みにより、職員一人ひとりの環境に対する意識や省エネルギーに対する

行動は着実に定着してきました。今後は、区が実施する事務事業に対し可能な限り環境的視

点の取り入れや選択を行い、全庁的な連携による一体的な取り組みにより、さらに温室効果

ガスの排出削減に努めます。 

また、取り組みを確実に実施するだけではなく、環境に資する工夫や施策を職員一人ひと

りが考えながら進め、その成果をしっかりと数値として表せるように、率先して温暖化対策

に取り組みます。 

 

２.１『渋谷区環境基本計画 2018』及び 

渋谷区環境基本計画 2018 は、「渋谷区基本構想」において示す区の将来像を環境面から

実現していくための最も基本となる計画であり、環境分野全般にわたって総合的かつ計画的

な施策の推進を図るため、次の３つの役割を担います。 

①渋谷区の望ましい姿について共通認識を示すもの 

②区の環境政策を体系化し、総合的に推進するための方向性と推進体制を示すもの 

③区民等及び事業者の参加と行動を促す指針となるもの 

渋谷区環境基本計画 2018 行動計画（第 2 期）は、渋谷区環境基本計画 2018 に掲げる

環境施策等を進めていくための具体的な事業の実施内容と、区民等・事業者・区の環境保全

に向けた行動の指針を示すものであり、概ね３年ごとに作成・見直しを行う実行計画となる

ものです。 

 

・「渋谷区環境基本計画 2018」及び「渋谷区環境基本計画 2018【行動計画】（第 2 期）」

に掲げる施策を計画的に実施します 

 

 

 

 

 

       

       

       

       

 

  

わ た し が 動 く。 渋 谷 が 変 わ る。 

～行動が社会を変え、社会の変化が意識と行動のさらなる変革を生む持続可能な仕組みづくり～ 

『渋谷区環境基本計画 2018 行動計画（第 2 期）』の推進 

第 2 章 渋谷区の環境を取り巻く現状と今後の動向 

第 3 章 計画が目指す渋谷区の姿と目標 

第 4 章 目標の実現に向けた施策の展開 

第 5 章 推進体制及び進行管理 

第 1 章 計画の基本的事項 

エネルギー･温暖化対策 

くらし 資源･ごみ 

みどり･生きもの 

意識 
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２.２ 温室効果ガス（二酸化炭素）削減施策 

 

 

１  くらし 

 

 

・有害化学物質の発生が懸念される製品、建材等の購入、使用を控えます。 

・公共施設の新設・改修時に、有害化学物質の発生が懸念される物品等の代替物への 

更新を検討します。 

 

 

・自動車の購入、利用の際には、低公害車や燃費の良い自動車を選びます。 

  ・エコドライブを実行します。 

 

 

２  みどり・生きもの 

 

 

・「渋谷区みどりの確保に関する条例」に基づき、緑化の推進を徹底します。 

・屋上緑化・壁面緑化の手法を研究し、可能な限り緑化の生け垣化に努めます。 

  ・地域の緑道や公園など、地域の緑と調和した緑化に努めます。 

  ・公園や区立小学校校庭の天然芝生化を推進します。 

  ・道路予定地等の未利用地の暫定緑化を実施します。 

・通りから見える場所への緑化など、緑被率・緑視率を意識した緑化を推進します。 

・「小さな森プロジェクト・ポケットパークプロジェクト」を推進します。 

 

 

木材は、断熱性、調湿性等に優れ、長期間にわたって炭素を貯蔵できる資材であると 

ともに、持続的生産が可能な資源であり、区が率先して木材の利用を推進していくこと 

により、健康的で温もりのある快適な生活空間の形成、二酸化炭素の排出抑制、建築物 

等における炭素固定量の拡大等を通じ、地球温暖化の防止及び循環型社会の形成に貢献 

することが期待できます。 

・「渋谷区公共建築物等における木材利用推進方針」に基づき、木材利用を推進します。 

・熱帯材の使用削減、木材再利用の推進、国産除間伐材の活用を推進します。 

 

 

 

 

 

２ 

１ 

有害化学物質の排出抑制 

公共施設の緑化推進 

渋谷区公共建築物等における木材利用推進方針 

低公害車や燃費の良い自動車の選択 
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   資源・ごみ 

 

 

・「渋谷区清掃及びリサイクルに関する条例」に基づき、ごみの減量と分別廃棄を徹底 

  します。 

  ・会議資料等の電子化を推進し、紙の使用量を削減します。 

 

 

・食品リサイクルの研究・実践に取り組みます。 

 ・生ごみのたい肥化などの資源の有効活用に努めます。 

・宴会や食事会の食べ残しを減らす「３０１０運動」に取り組みます。 

  ・野菜くずや残飯の出ない調理方法を工夫します。 

 

 

・詰め替え商品、繰り返し使える商品の購入を心がけます。 

 

 

・プラスチックの過剰な使用を抑制するため、マイバックやマイボトルの持参により、 

レジ袋やペットボトルの削減に努めます。 

 

 

・グリーン購入法を踏まえた物品等の調達を心がけます。 

  ・エコマーク等がついた環境に配慮された製品の購入を心がけます。 

 ・コピーや印刷物には、リサイクルに適した用紙やインクを使います。 

 

 

  エネルギー・温暖化対策 

 

 

・公共施設の建設・改修時には、省エネ仕様の建物への転換を図ります。 

（センサ等による照明制御、複層ガラス、屋上・外壁断熱、屋上・壁面緑化 など） 

・省エネ型機器や高効率機器を積極的に採用します。 

（街路灯の LED 化整備、空調設備の更新・改修、高圧電源設備の改修 など） 

・省エネルギーシステム等を積極的に導入します。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

３ 

ごみの減量と分別の徹底 

リデュース・リユースを軸とした３Ｒの推進 

レジ袋・ペットボトルの削減 

グリーン購入の推進 

食品ロスの削減や生ごみの減量 

省エネルギー仕様の施設建設及び施設改修 
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・太陽光発電、燃料電池などの創エネルギー機器や蓄電池を利用するよう努めます。 

【参考：区施設における太陽光発電装置等の設置実績】      令和 2（2020）年４月現在 

施 設 名 導入設備 設置年度 出 力 

スポーツセンター 太陽熱 昭和 60 ２９９．2㎡ 

千駄ヶ谷敬老館 太陽熱 昭和 60 ２１．０㎡ 

総合ケアコミュニティ・せせらぎ 太陽熱 平成 12 １２１．０㎡ 

美竹の丘・しぶや 太陽光 平成 17 １０．０㎾ 

上原中学校 太陽光 平成 19 １０．０㎾ 

西原区民複合施設 太陽光 平成 21 ５．８㎾ 

はあとぴあ・原宿 太陽光 平成 21 ３．０㎾ 

文化総合センター大和田 太陽光 平成 22 ７．５㎾ 

新橋区民複合施設 太陽光 平成 22 ２１．１㎾ 

代官山ティーンズ・クリエイティブ 太陽光 平成 22 ３．３㎾ 

ケアステーション本町包括支援センター 太陽熱 平成 22 ３．８㎡ 

地域交流センター西原 太陽光 平成 23 ３．３㎾ 

大向区民複合施設 太陽光 平成 24 ３．１㎾ 

地域交流センター二軒家 太陽光 平成 24 ４．０㎾ 

渋谷本町学園 
太陽光 平成 24 １０．０㎾ 

地中熱 平成 24 ５５０．０㎾ 

神宮前あおぞらこども園 太陽光 平成 25 ５．４㎾ 

代々木山谷小学校 太陽光 平成 26 １０．０㎾ 

杜の風・上原 太陽光 平成 26 １５．０㎾ 

児童青少年センター・フレンズ本町 太陽光 平成 28 ２．７㎾ 

幡ヶ谷原町住宅 太陽光 平成 28 ５．５㎾ 

渋谷区役所本庁舎 太陽光 平成 30 ５０．０㎾ 

笹幡地域包括支援センター 太陽光 平成 30 ５．５㎾ 

つばめの里・本町東 太陽光 平成 30 ３０．０㎾ 

笹塚区民複合施設 太陽光 令和 元 ５．3㎾ 

 

 

 

 

 

 

 

  

再生可能エネルギー等の活用 

渋 谷 区 役 所 新 庁 舎 
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・太陽光などの再生可能エネルギーで発電された電気や、清掃工場でごみ焼却の際に 

出る熱エネルギーを利用して発電した電気を、区施設に積極的に導入します。  

【参考：廃棄物発電による電力を購入している区施設】           令和 2（2020）年４月現在 

 

 

 

 

区 民 施 設 等  導入年度  

 

学 校  導入年度  

上原区民施設                     平成 23  神南小学校         平成 22  

初台区民施設                      平成 23  臨川小学校          平成 22  

千駄ヶ谷区民会館                 平成 23  富谷小学校         平成 22  

神宮前区民施設                    平成 23  笹塚小学校         平成 24  

氷川区民施設              平成 25  上原小学校          平成 25  

代々木八幡区民施設           平成 25  西原小学校          平成 25  

笹塚区民施設              平成 25  広尾中学校          平成 25  

富谷子育て支援センター         平成 25  代々木中学校         平成 25  

商工会館・消費者センター        平成 28  原宿外苑中学校       平成 25  

渋谷区清掃事務所              平成 28    

新橋区民施設               平成 29    

大向区民施設               平成 29    

代々木区民施設             平成 29    

本町区民施設                平成 29    

幡ヶ谷区民施設              平成 29    

グループホーム笹塚              平成 29    

代官山区民施設子育て支援センター  平成 29    

幡ヶ谷保健相談所                  平成 29    

勤労福祉会館                      平成 29    

地域交流センター西原              平成 30    

地域交流センター代々木の杜        平成 30    

地域交流センター本町              平成 30    

渋谷区清掃事務所宇田川分室        平成 30    

再生可能エネルギー等の購入 
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『温暖化対策推進担当者』の設置 

 

 

 

 

 

 

 

水素エネルギーは、利用段階で水しか発生しないことから、二酸化炭素の排出削減、大気汚

染の防止に効果を有するほか、エネルギー供給源の多様化、経済・産業への波及効果、災害

発生時に利用できる独立したエネルギー源の確保などの視点から、その普及が期待されてい

ます。しかし、現状では水素生成に石油や天然ガス等の化石燃料を用いなければなりません。 

将来的に再生可能エネルギー由来の水素利用が実用化されれば、二酸化炭素排出削減を大き

く進展させる可能性を有しています。 

 ・水素社会に対する理解を醸成していくとともに、水素社会への取り組みを推進します。 

 

 

５  意識 

 

 

・リターナブル容器の活用を進めます。 

  ・ごみの分別や節電を徹底します。 

 

 

・施設の特徴に合わせた省エネ施策については、施設管理者や専門知識を有する組織が 

一体となり積極的に取り組みます。 

・環境面だけでなく、ランニングコストを含め経済面でも合理的な施策に努めます。 

 

 

・専門知識を有する組織が先導役となり、積極的に情報提供を行います。 

 

 

・クールビズ・ウォームビズを実施します。 

 ・照明やＯＡ機器を使わない場合は、こまめにスイッチを切ります。 

・毎月の電気、ガスなどの使用量を把握し、節電に努めます。 

・組織及び職員一人ひとりが考え、責任感を持って環境に配慮した行動を推進します。 

 

 

２.3 推進体制及び進行管理 

 

 

・推進体制確立のため、「温暖化対策推進担当者」を各部及び各施設に設置します。 

《具体的な役割》 

 （1）管理施設の照明・空調・事務用機器の運用面での省エネ対策の実施 

 （2）省エネ対策の進行管理 

 （3）省エネ対策の立案 

 

５ 

水素社会への取り組み推進 

区が主催するイベント等における環境保全活動の実践 

施設の特徴に合わせた省エネルギー施策の検討 

省エネルギー行動の徹底 

省エネルギー情報の提供 及び 省エネルギー行動の徹底 
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進行管理 

温室効果ガス（二酸化炭素）排出量の公表 

 

 

本計画に基づく施策の推進と継続的な改善を図るため、PDCA サイクル（Plan＝計画、

Do＝実行、Check＝点検・評価、Act＝見直し）による進行管理を行います。 

具体的には、毎年度、全ての渋谷区公共施設について、エネルギー使用量、二酸化炭素 

排出量、上下水道使用量の数値を調査し、情報共有を図ることにより状況を把握するとと 

もに、各施策に基づく事業の実施状況の点検、評価と改善を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・環境情報冊子「しぶやの環境」等を活用して、毎年度の排出量を公表します。 

渋谷区地球温暖化対策実行計画 2021 【事務事業編】 

発行    令和  3 （ 2021 ）年 4 月  

渋谷区 環境政策部 環境政策課 

              電話 03-3463-1211（代表） 
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